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研究要旨 
 
マンモグラフィにおける４つの乳房構成は検診におけるマスキング効果（偽陰性）と乳癌発症リスクの関連

から、非常に重要である。しかし、その判定の読影者内、読影者内によるばらつきが課題であり、これを解決
するために判定の具体的方法を確立した。また、検診時における全国的判定の統一化を目的として読影時の参
考にするために、アトラスを作成し、ガイドラインの当該部分の改訂を行った。 
 
 
 
 
 
Ａ．研究目的 
 
乳がん検診におけるマンモグラフィの乳房構成

の判定の読影者内、読影者内によるばらつきを減
らすことを目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 
 
①令和元年までに行われた研究の結果で得られた
定義が、これまでの判定結果と一致しているかど
うかを以下の如く確認した。 
 2018年12月～2019年3月に，聖路加国際病院に
て乳癌に対し乳房手術を施行された281名（321病
変），28-95才（中央値50才）の内，術後同側再発，
当院でのMG未施行，豊胸術後にて乳房構成の判定
が困難な症例を除いた250名（283病変）に対し，
検診MG読影認定医師2名が乳房構成を再評価し，
病変毎の検出の可否を検討した。 
② ①によってこの定義が妥当なものであること
が確認されたため、共同研究者からの多施設から
の撮影装置の異なるマンモグラムを収集した。同
時に、この定義を広く周知するために、研究会、学
会等で発表した。 
 
 （倫理面への配慮） 
 「ヘルシンキ宣言」「人を対象とする医学研究に
関する倫理指針」を遵守して人権擁護に配慮する。
なお、本研究は既存資料を用いた観察研究のため、
対象となる個人に直接的な介入はなく、個人の人
権は擁護されると考えた。 
 
Ｃ．研究結果 
 
 ①乳房構成は，脂肪性2.8％，乳腺散在52.0％，
不均一高濃度37.6％，極めて高濃度7.6％であっ

た。乳房構成別の乳癌検出感度は，脂肪性87.
5％，乳腺散在81.2％，不均一高濃度66.0％，極め
て高濃度45.0％であり、これまでのデータとほぼ
一致したことを確認した。 
②多施設からのマンモグラムの乳房構成を複数の
エキスパートで判定したものをアトラスとして作
成した。典型例や判断に迷う症例を取り入れた。
また、これに伴い、この定義に基づく判定方法限
界などを発表し、普及に努めた。令和3年4月にマ
ンモグラフィガイドラインの改訂が行われ、ガイ
ドライン上にこの定義、判定方法を記述した。 
 
Ｄ．考察 

 
判定結果については、上記の努力を重ねたとし

ても、限界があることもわかり、判定を普及させ
ると同時に、その注意事項や限界についても触
れ、解説することが重要であるとわかった。今
後、検診において乳房構成を告知する状況になっ
たとしても、検診提供者はこれらの注意点を認識
することが重要であると考えられた。 
 
Ｅ．結論 
  
乳房構成の定義を確立し、アトラスの作成を行

った。同時にガイドラインの当該部分の改訂を行
った。 
 
Ｆ．健康危険情報 
   
特に該当しない。 
 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
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 2.  学会発表 
１．角田博子 マンモグラフィにおけるカテゴリー
3－1と3－2の分類について 日本医学放射線学会
総会 2020.5.15-6.5（web開催） 
２．角田博子 検診関連委員会報告 
乳がん検診精検報告書作成マニュアルのCons（改
善点）第30回日本乳癌検診学会学術総会 2021.7.
9-11（web開催） 
３．福田 俊憲、角田博子、八木下和代他：乳がん超
音波検診におけるエラストグラフィの良悪性評価
に関するConvolutional Neural Networksの有用

性について 
第30回日本乳癌検診学会学術総会 2020.11.22-23 
４．角田博子 超音波検診の要精査基準―改訂のポ
イントを中心に 第30回日本乳癌検診学会学術総
会 2020.11.22-23 
５．角田博子 乳房構成判定に関する状況 第30回
日本乳癌検診学会学術総会 2020.11.22-23 
６．八木下和代、角田博子、 
当院における検診発見乳癌患者の死亡原因に関す
る検討―対策型乳癌検診の上限年齢設定は妥当か
―第30回日本乳癌検診学会学術総会 2020.11.22-
23 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
   
 1. 特許取得 
 なし 
 2. 実用新案登録 
 なし 
 3.その他 
 なし 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 
特になし 
 
 1. 特許取得 

 特になし。 

 
 
 2. 実用新案登録 

 特になし。 

 
 
 3.その他 

 特になし。 
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